
”はり入手第I I日揖戻ご棗内〉
「シルクのシフォンケ ー キ」を超えたい！

梼高生が地域素材を活かし

「マドレ ー ヌ」＆「わらび餅」＆

「クッキ ー」のスイ ー ツづくりに挑戦！
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これまで「津野山神楽」そして ：「茶堂接待」と、町の達人だけでなく榛原高校の生徒さんに
も登壇して頂きました。今回が3度目です。 ' • ・

・

今年の春、上田末喜越知面区長と「チームシルク」代表の瀬戸口登貴恵さんが、：梼原高校の
岡田圭司校長を訪ねましt-

· お二人の想いは「最近、祝いの手づくりの皿鉢料理が少なくなりゆう。できれば高校生との
コラポで 新しい料理を考えたい。」一方、梼原高校では 生徒たちが「総合的な探求／学習の時
間」の成果を披露する発表会が12月·16日にありました。生徒たちは「産業や観光・環境」な
ど4つのテーマから課題を設定し、チーム毎に奮闘してきました。その中で「産業分野」のチ
ームにお菓子づくりを追求した2つの班がありました「和菓子づくり班」•と「米班」い です。

和菓子づくり班が桜花の塩漬け～お茶と蜂密入りのマドレーヌとお茶入りのわらび餅を、そ
して、 米班がクッキーを作りました。いずれものお菓子も主原料は梼原産です。

ここに新しい r地域ぐるみのコラボ」の芽生えを感じました。
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新しい食の研究開発、加工の実践を通して「梼原の食文化の伝承に走げる」ため梼原高校、
地域の老若男女で 、語り合い「コラポ商品」． の実現に「智慧」を集めて みませんか！．

ゲスト ： チ ー ムシルク ・ カフェくわの実

代表 瀬戸口 登貴恵さん

梼原高校産業チ ー ム「和菓子班」と「米班」のみなさん

と き ： 令和3年1月30日（土） 10 : 00..........,12 : 00 

と こ ろ ： ゆすはら・夢•未来館 2階大ホ ール

受講料： ・無 料

お願 い ： コロナ対策。 マスクを忘れないでね！


